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（農）うんなん加茂西の位置 

（農）うんなん加茂西の全景 

猪尾・大崎・延野・大竹・下神原の５集落で構成 



  H 7  延野営農組合 設立 
       
  H18 法人設立準備委員会 
      ・ほ場整備事業を契機に５集落で構成 
      （目指す姿） 
      ・農業機械の共同化等による効率的な生産体制の確立 
      ・生産性の高い稲作経営 
      ・魅力ある地域農業 

 
  H１９．２．２５ 設立総会 開催 



○組合員数  ８０名 
○役   員  理事７名、監事２名 
○業務体制 

理事会 

総務部 

水稲部 

転作 
加工部 

機械部 

・総会、理事会等の開催 
・事業計画の策定 
・諸帳簿の記載、記録 
・庶務、会計 

・水稲、作業受託に関する作業計画 
・資材の取りまとめ、管理 
・オペレーターの出役計画、記録 
・オペレーターへの指示、指導 

・転作作物等に関する作業計画 
・資材の取りまとめ、管理 
・オペレーターの出役計画、記録 
・オペレーターへの指示、指導 
・加工に関する作業計画 

・機械施設の保全 
・各種機械の整備・点検・保全 
・機械施設、各種機械の償却・購入計画の策定 
・オペレーターの出役計画、記録 
・オペレーターへの指示、指導 





○管理ほ場が多くなり、作業の指示をするのに
図面が必要だった。 

○Excelで図面を描き、色分けしていたものを
使っていたが、手間が掛かって大変だった。 

○作付計画を策定するのに、簡単に地図が作
成したかった。 

中山間地域研究センターが行っている 
農地一筆マップの導入を考えてみた 
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農地一筆マップについての説明 

島根県地域貢献型集落営農の事業を活用 

中山間地域研究センターと一緒にデータ作成 

農地一筆マップ 完成 

平成２３年 
３月 

４月 

６～１０月 

１１月 

取組決定 



農地一筆マップを使って事務が楽になれば･･･ 









各作業時間の合計とＪＡへの口座振替依頼が一度にできる 





作付状況マップ 

権利関係マップ 

事務支援システムの情報
を一筆マップに反映 



☆良かったこと 
  ・誰もがわかりやすい地図を簡単に作ることができた。 

  ・事務（特に会計）の負担が大きく減った。 
 

★困ったこと 
  ・GISの操作に慣れることが大変だった。 

  ・新たに項目を追加する場合、対応が大変。 

     →臨機応変にはいかない。 

 

○今後の展望 
  ・地域内の３法人が連携して、魅力ある農業を実現していきたい。 

  ・一筆マップや、事務支援システムを共通のツールとして活用し 

   ていきたい。 


